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９
月
14
日
）

平
成
28
年
９
月
会
議

一
般
質
問

★
来
春
の
改
選
に
あ
た
り
、町
民
に

対
し
て
山
崎
町
政
を
問
う
の
か

　

町
民
皆
様
の
多
く
の
付
託
を
受

け
臨
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

★
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
対
象
が
、

児
童
福
祉
法
で
小
学
校
６
年
生
ま

で
拡
大
さ
れ
た
事
に
よ
る
今
後
の

施
設
運
営
は

　

現
在
小
学
３
年
生
ま
で
対
象
で
、

定
員
に
余
裕
が
あ
れ
ば
、
４
年
生

以
上
も
受
け
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
対
象
を
６
年
生
ま
で
広

げ
る
予
定
で
す
が
、
大
野
・
南
学

区
の
建
物
が
狭
小
な
た
め
、
大
野

は
移
転
新
築
し
平
成
30
年
４
月
よ

り
新
児
童
ク
ラ
ブ
で
運
営
、
南
も

早
期
に
６
年
生
ま
で
受
け
入
れ
を

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

★
移
住
・
定
住
の
促
進
に
つ
い
て

①
お
試
し
住
宅
の
進
捗
状
況
は
。

　

今
年
８
月
に
再
度
申
請
し
た
地
方

創
生
加
速
化
交
付
金
の
交
付
決
定
が

８
月
30
日
に
あ
り
、最
終
的
な
改
修

物
件
の
選
定
作
業
を
行
い
、９
月
末

ま
で
に
選
定
作
業
を
終
え
、速
や
か

に
改
修
工
事
に
入
って
い
き
ま
す
。

②
町
の
魅
力
情
報
発
信
動
画
は
ど

う
進
ん
で
い
る
か
。

　

既
に
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
実

施
し
、契
約
後
作
業
に
入
って
い
ま
す
。

町
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、名
前
を

覚
え
て
も
ら
え
る
内
容
で
の
制
作
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

③
移
住
体
験
ツ
ア
ー
の
成
果
は
。

　

３
月
に
行
っ
た
ツ
ア
ー
で
は
７
組
15

名
の
方
が
参
加
さ
れ
、１
家
族
４
名

の
方
が
８
月
に
古
川
地
区
に
転
入
さ

れ
、２
家
族
と
は
相
談
継
続
中
で
す
。

　

８
月
に
行
っ
た
ツ
ア
ー
で
は
６
組
13

名
が
参
加
さ
れ
、２
家
族
よ
り
再
度

来
町
し
た
い
と
の
相
談
を
受
け
て
い

ま
す
。

④
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
空
き
家
情

報
は
物
件
も
わ
ず
か
で
、双
方
に
メ

リ
ッ
ト
が
な
い
と
登
録
件
数
は
増
え

な
い
と
思
う
が
、町
長
の
所
見
は
。

　

ご
指
摘
の
と
お
り
で
す
。即
効
性

の
見
込
め
る
移
住
対
策
の
補
助
制
度

拡
充
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
、有
効
性

の
あ
る
施
策
と
考
え
ま
す
。

★
農
業
振
興（
農
業
生
産
技
術
）に

つ
い
て

①
町
内
の
土
地
利
用
型
農
業
で
は
、

ど
の
よ
う
な
防
除
作
業
技
術
や
作

業
機
が
利
用
さ
れ
て
い
る
か
。

　　

投
込
み
式
投
入
剤
、粉
剤
や
液
剤

の
背
負
式
の
人
力
の
防
除
機
や
、ミ
ス

ト
な
ど
の
動
力
式
の
防
除
機
、動
力

噴
霧
機
、乗
用
式
の
ブ
ー
ム
ス
プ
レ
ー

ヤ
や
ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
ー
ヤ
等
で
す
。

　

昨
年
度
よ
り
新
設
し
た
、町
農
業

機
械
等
導
入
支
援
基
金
事
業
に
よ

り
導
入
さ
れ
た
農
業
機
械
の
状
況

は
、自
走
式
ラ
ジ
コ
ン
動
力
噴
霧
機

１１
台
、散
布
装
置
を
備
え
た
田
植
機

１５
台
で
す
。

②
土
地
利
用
型
農
業
の
経
営
大
規

模
化
の
進
展
と
と
も
に
防
除
作
業

が
荷
重
と
な
る
が
、負
荷
軽
減
の
方

策
は
。

　

ア
イ
ガ
モ
農
法
、投
込
み
方
式
の

粒
剤
タ
イ
プ
、乳
液
タ
イ
プ
、パッ
ク

式
の
物
、一発
処
理
剤
が
あ
り
ま
す
。

　

機
械
で
は
、乗
用
式
ブ
ー
ム
ス
プ

レ
ー
ヤ
、ラ
ジ
コ
ン
ボ
ー
ト
、無
人
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
等
が
考
え
ら
れ
ま
す
。現

在
は
、主
に
自
走
ラ
ジ
コ
ン
動
力
噴
霧

機
を
使
用
し
、共
同
防
除
組
織
と
し

て
町
の
第
３
セ
ク
タ
ー
が
受
託
作
業

を
行
って
い
ま
す
。

★
農
業
振
興（
地
方
創
生
の
活
用
）

に
つ
い
て

①
今
年
度
予
算
の
林
業
費
の
自
立

式
無
人
航
空
機（
ド
ロ
ー
ン
）整
備
事

業
の
執
行
状
況
い
か
ん
。

　

機
種
の
選
定
を
行
い
、現
在
、町
内

業
者
と
物
品
売
買
契
約
を
完
了
し
、

２
台
の
納
入
を
待
って
い
る
状
況
で
す
。

②
、①
の
オ
ペ
レ
ー
タ
は
ど
の
よ
う
に

養
成
す
る
の
か
。そ
の
課
題
は
。

　

現
在
の
計
画
で
は
、ド
ロ
ー
ン
の
委

託
先
の
作
州
か
が
み
の
森
林
組
合
の

職
員
２
名
、産
業
観
光
課
職
員
２
名

の
計
４
名
が
、町
内
業
者
が
開
催
す

る
オ
ペ
レ
ー
タ
講
習
会
に
参
加
予
定

で
す
。

　

課
題
は
、今
後
ど
の
よ
う
な
法
整

備
の
追
加
が
あ
る
の
か
不
明
で
、様
々

な
規
制
が
か
か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

③
ド
ロ
ー
ン
の
普
及
は
わ
が
町
で
は
林

業
活
用
が
端
緒
と
な
る
が
、行
政
・
農

業
で
の
活
用
、観
光
等
へ
の
展
開
は
。

　

今
回
購
入
予
定
の
も
の
は
、主
は

林
業
で
の
調
査
、現
状
の
把
握
な
ど

を
目
的
と
し
て
購
入
し
た
も
の
で
す

が
、当
然
、緊
急
を
要
す
る
災
害
時

等
に
使
う
こ
と
も
当
初
よ
り
想
定

し
て
い
ま
す
。今
後
、状
況
に
応
じ
あ

ら
ゆ
る
場
面
に
様
々
な
活
用
方
法
が

広
が
る
と
思
い
ま
す
。

④
、③
の
他
分
野
へ
の
展
開
に
あ
た

り
、地
方
創
生
事
業
を
活
用
で
き
る

の
で
は
。

　

林
業
用
の
ほ
か
、農
業
用
、農
薬

散
布
用
、肥
料
散
布
用
な
ど
、農
業

分
野
だ
け
で
も
利
用
方
法
は
多
様

で
す
。

　

観
光
Ｐ
Ｒ
用
、危
険
場
所
の
観
測

用
、測
量
観
測
用
、構
造
物
点
検
用

な
ど
ド
ロ
ー
ン
は
町
の
狭
小
地
、中
山

間
地
で
は
、あ
ら
ゆ
る
方
面
で
活
用

で
き
ま
す
。

　

地
方
創
生
事
業
は
、内
容
が
先
駆

的
な
取
組
み
で
あ
る
こ
と
や
他
の
自

治
体
と
の
連
携
事
業
な
ど
で
あ
り
、

可
能
で
あ
れ
ば
活
用
を
検
討
し
た
い

と
考
え
ま
す
。

★
保
育
士
の
待
遇
改
善
に
つ
い
て

①
ま
ち
の
対
応
は
。

　

正
職
員
は「
鏡
野
町
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
」に
基
づ
き
行
政
職

給
料
表（
一
）を
適
用
し
て
い
ま
す
。

国
の
動
向
を
見
な
が
ら
判
断
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

②
待
機
児
童
の
有
無
と
保
育
士
不

足
の
有
無
は
。

　

４
月
１
日
付
け
で
は
待
機
児
童
は

い
ま
せ
ん
。

　

保
育
士
の
不
足
は
新
た
な
入
園

希
望
の
対
応
と
中
途
退
職
、産
休
・

育
休
等
の
補
充
の
た
め
、ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
等
に
求
人
を
し
て
い
る
状
況
で
す
。

③
保
育
補
助
者
等
の
待
遇
改
善
の

見
込
み
は
。

　

平
成
27
年
度
に
パ
ー
ト
職
員
の
時

給
の
見
直
し
を
行
い
、臨
時
保
育
士

は
今
年
度
か
ら
採
用
時
の
給
料
額
の

決
定
の
見
直
し
、昇
給
の
改
善
を

行
って
い
ま
す
。

④
時
間
外
勤
務
の
取
得
実
態
は
。

　

月
平
均
で
一
人
当
た
り
６
時
間

か
ら
９
時
間
程
度
で
す
。

★
学
校
給
食
費
の
公
会
計
化
に
つ

い
て

①
背
景
と
動
機
と
目
的
は
。

　

全
国
的
に
も
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に

基
づ
く
見
直
し
の
機
運
が
高
ま
っ
て

い
る
中
で
、町
も
平
成
28
年
度
か
ら

公
会
計
に
し
ま
し
た
。私
会
計
で
は

集
金
し
た
給
食
費
は
準
公
金
と
し

て
取
り
扱
い
、私
会
計
及
び
準
公
金

で
は
職
員
が
現
金
を
取
り
扱
う
法

的
根
拠
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
収
入
と
支
出
者
が
同
一の
場

合
、不
正
が
生
じ
る
可
能
性
が
高
く

な
り
、法
令
に
基
づ
い
た
透
明
性
の

あ
る
会
計
処
理
を
行
う
た
め
で
す
。

②
材
料
費
の
保
護
者
か
ら
の
負
担
の

徴
収
を
含
め
条
例
化
を
考
え
て
み

て
は
。
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